
シリーズ学生記者が行く－広尾Walking 2019－【 #広尾のかわいい 】 

 

「 アルノー・ラエール 」 

 広尾にあるかわいい洋菓子屋さ

ん「アルノー・ラエール」を紹介しま

す。アルノー・ラエール広尾店は

2018年に作られた洋菓子店です。

本店はパリにあります。広尾駅から徒歩4分、広尾散歩通りにあるエッフ

ェル塔のお菓子が目を引くお店がアルノー・ラエールです。 

 味も見た目もパリのものを再現しています。日本人に親しみを持っても

らえるよう味はそのままで、サイズを少し小さめに作り、様々な種類のお菓子を食べられるようにしています。 

 作るときのコンセプトとして、パリ本店の創設者であるアルノー・ラエールさんの考えに外れていないかを常に意識して作ってい

るそうです。さらに、日本はフランスより季節感を好む傾向から、季節もののお菓子を作るな

ど、日本のお客さんに喜んでもらえる日本独自のものを考えて作っているそうです。 

 内装は、「アール・ヌーヴォー」と呼ばれる装飾様式がお店の中にたくさん取り入れられてい

ます。アール・ヌーヴォーには「新しい芸術」という意味があります。上の写真のような独特な

曲線が特徴です。この自由な曲線がパリらしさを表現しています。 

 イチオシのかわいいスイーツは、伝統菓子の「サントノーレ」だそうです。季節ごとに年に4回

味が変わり、現在はライチ味、9月頃から柚子味になります。シュークリームがのっていてとて

もかわいらしいです。 

 女子大生にはチョコレート味のソフトクリームが人気です。アルノー・ラエールのソフトクリー

ムは日本限定で1個540円です。今年はクールというべリー味のボンボンショコラをイメージしたベリー風味のチョコレート・ソフトク

リームとなっています。チョコレートとベリーでさっぱりとした甘さが楽しめます。昨年はチョコレ

ート味のパッションフルーツ風味のソフトクリームだったそうです。見た目もとてもかわいらしい

のでインスタ映えするのではないでしょうか？  その他のおすすめ商品は、ソフトクリーム、サ

ントノーレ、フィナンシェ(アーモンドと焦がしバターのリッチな味)、サブレディアボリック(10月か

ら発売する栗をモチーフにした秋冬限定の商品)とのことです。 

 アルノー・ラエールには、焼き菓子の種類が豊富にあるため、自分好みの味を見つけること

ができると思います。かわいい見た目、おいしいお菓子…アルノー・ラエールの魅力はまだま

だ沢山あります。実際に足を運び、その魅力を体感してみてはどうでしょうか？ 

SRS(聖心Radio Station)部員 山本 亜美(1年) 

アルノー・ラエールのHPはこちら http://www.arnaudlarher.jp/ 


